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老朽化した南区役所を、地域の核となる交流機能や図書館機能と集約複合化した庁舎として、南区の
拠点と位置付けた真駒内駅前地区に整備するものです。

（仮称）南区複合庁舎整備事業について

※複合化予定の機能は検討段階であり、 確定事項ではありません。

南区役所 南保健センター
南区民センター

真駒内まちづくりセンター

教育支援センター

教育相談室
澄川図書館

区保育・子育て支援センター

（通称 ちあふる）
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その他
市営住宅
学校

築30年以上の施設が
全体の６割超

延床面積(㎡)

⇒1970年代から集中的に整備。一斉更新需要への対応が必要な状況

二条小学校（2017年3月完成）

小学校×まちづくりセンター×児童会館

中央区複合庁舎（2025年2月完成）

区役所×区民センター×保健センター

【公共施設の建築年次】

⚫公共施設の老朽化や一斉更新需要への対応が必要

⚫人口減少、少子高齢化の進行

⚫全ての施設を同規模で維持し続けることは困難

⚫公共施設マネジメント

・長寿命化による更新需要の平準化

・更新の際は集約複合化により機能を維持しつつ

施設総量を抑制

なぜ公共施設を集積・複合化するのか
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PFI 民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設

計・建設・維持管理・運営などを行う公共事業の手法

事業手法・事業スケジュール

○民間企業のノウハウを活用し、従来より優れた品質の公共サービスを提供

○民間の収益施設が参入する可能性（利便性向上・財政負担軽減）

○事業者を選定する前の基本計画や要求水準の整理が大切

※事業手法や事業スケジュールは確定事項ではありません。
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真駒内駅前地区まちづくり計画について

真駒内地域はもとより南区全体の拠点として真駒内駅前地区を再生するため、土地利
用再編の方向性を具体化する「まちづくり計画」を令和5年11月に策定しました。

各街区の詳細は、
次頁以降をご参照ください。

よろしければ、
真駒内駅前地区まちづくり計画
本体もご覧ください！
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対象区域

南区役所
1972年、52年

南区民センター
1979年、45年

南保健センター
1968年、56年

旧真駒内緑小学校
1971年、53年

真駒内中学校
1967年、57年建築年と築年数

令和６年（2024年）時点

真駒内駅周辺のうち市有施設等が集積した区域
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Ａ街区

• 北海道警察宿舎用地と真駒内中学校用地の約2.8ha。

• A街区は真駒内地域の顔となる街区であり、まちのにぎわいや交流を創出する上で
極めて重要な役割を担う。

• 南区民の豊かな生活を支える都市機能の集積を目指す。
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Ａ街区
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A街区
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• 現在まこまる（旧真駒内緑小学校）が立地する街区（約1.3ha）。

• 真駒内駅からも比較的近接していることから、区役所をはじめとする南区内の行政・
公共機能の集積・複合化し、アクセスを向上させる。

• 来庁者の利便性向上を図るとともに、多世代が交流できる地域コミュニティ機能を
強化する計画です。

◼B1：行政機能・公共サービス機能
の集積・複合化

• 南区役所
• 南区民センター
• 真駒内まちづくりセンター
• 南保健センター
• 教育支援センター
• 教育相談室
• 南区保育・子育て支援センター
• 澄川図書館

B１街区

※複合化対象施設は、検討段階であり、確定事項ではありません。
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B２街区・Ｃ街区

• B2街区は現在区役所と区民センターが立地する街区（約0.5ha）、C街区は保健セン
ターが立地する街区（約0.3ha）です。

• 現行の行政施設をB1街区に整備する行政・公共施設へ移転し、
現区役所等を解体の後の着手となることから、事業化までに期間を要します。

◼B２・C：真駒内独自の魅力を
活用・向上させる機能の導入

• A街区を補完する機能
➢商業、医療・福祉、住宅など

• 教育機能や創造活動に資する機能

• スポーツなど健康づくりに資する機能

• B１街区以外の公的機能 など

※導入機能については、現在、真駒内駅前地区まちづくり計画を基に検討を進めています（上記は検討中の機能の例）。
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区役所・保健センター

• 区役所では、戸籍・住民票・市税証明、国民健康保険・国民年金等についてサービスを
提供しています。保健センターでは、飲食店・食品販売の申請、子育てサロン・子育て
相談、保育所入所手続、検診・健診等を実施しています。

• 現在は別棟ですが、本事業において複合化して、来庁者の利便性を向上させます。

南区役所 南保健センター

建築年：1972年（築52年）
延床面積：約4,629㎡
来庁者数：約1,000人/日

建築年：1968年（築56年）
延床面積：約1,572㎡
来庁者数：約100人/日
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参考：行政窓口のトレンドと札幌市の取り組み

行政窓口は、来庁者の利便性を向上させるために、手続等のための窓口を集約したり、
ワンストップに窓口サービスを提供することが、近年のトレンド（傾向）となっています。

中央区複合庁舎では、３Fまでエスカ
レーターを設け主要な行政窓口をワ
ンフロア化し、来庁者の利便性を向上
しています。

そのほか、来なくてもいい区役所を目指し、

住民票や印鑑証明などのコンビニ交付や郵送サービスを導入しています。

さらに今後はオンラインで完結できる行政手続きを拡充していきます。
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区民センター

建築年：1979（築45年）
延床面積：約3,051㎡
来庁者数：約250人/日

• 地域住民のコミュニティ活動の場、生涯学習の場、地域住民の福祉増進の場としての
役割を担っています。

• 区民ホール、視聴覚室、料理室、和室、会議室等があり、講習会や講演会等を実施して
います。
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参考：区民ホールの設え

南区 体育室形式
可動ステージ
講演会、発表会
運動(球技系でのご利用×)

他区事例 ホール形式
固定式ステージ
移動観覧席
講演会、発表会、音楽活動など

南区に文化ホール建設を求める嘆願あり
（H28・H31の２回 署名計20,104名）
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区役所

災害対策本部

災害時の施設

災害時には、区役所が災害対策本部として、保健センターが応急救護センターとして、区
民センターのホールが避難所として機能することを想定しています。

災害時における施設活用イメージ 災害対策本部のイメージ

※写真は、災害対策本部運営訓練の様子です

区民センター
のホール

保健センター

避難所
応急救護
センター

災害時には
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図書館

• 澄川図書館の蔵書数は、約7.4万冊で、貸出冊数は、約1３万冊/年です。

• 読書活動の推進だけでなく、地域の学びと情報の拠点としての機能強化が求められて
います。

建築年：1983年（築41年）
延床面積：約1,200㎡
来庁者数：約250人/日

澄川図書館
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参考：図書館のトレンド（傾向）

• 図書館を核としたまちづくりの事例が各地に生まれ、多世代交流・にぎわいの場と
なっています。また、図書館が提供する機能・サービスも多様化しています。

• 札幌市で近年整備された図書館では、下記のとおり便利で役立つ機能・サービスが
導入され、図書館利用が少なかった若年層を中心に多く利用されています。

◼定期的に変わる図書展示

◼会話可能な館内と区切られた静寂エリア ◼自動貸出機

◼座席予約システムの導入

◼親子で声を出して本を読める空間

（えほん図書館）

（えほん図書館）

（えほん図書館）（図書・情報館）

（図書・情報館）（図書・情報館）
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教育支援センター、教育相談室

• 教育支援センターは、不登校状況にある児童生徒一人一人の改善の状況に合わせて、
学校への登校意欲が高まるよう支援しています。

• 教育相談室は、小学校から高校生までの教育に関わる相談を幅広く受けています。

教育支援センター学習室 教育支援センター軽運動室
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ちあふる

• 保育機能に加え、様々な子育て支援に関するサービスを提供する施設であり、子育て
相談、子育てに関する情報提供、読み聞かせや季節の行事、絵本、書籍の貸出などを
実施しています。

• 子育てサロンでは、就学前の子どもと保護者の方、
これから親になる方などと自由に集い、ゆったりと遊びながら、
地域の親子やボランティア、学生などと交流ができる場所を提供しています。
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複合施設の共用部や民間施設導入の事例

中央区複合庁舎

１F区民ホール前に、ラウンジやギャラリースペースを配置

１Fに物販施設（コンビニ）を配置
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複合施設の共用部や民間施設導入の事例

図書・情報館（札幌市民交流プラザ）

共用部に勉強や読書ができるフリースペース

図書館の本を持ち込めるカフェ
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